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は
し
が
き

昨
（
二
〇
一
六
）
年
は
、
わ
が
国
が
国
際
連
合
に
加
盟
し
て
六
〇
周
年
と
い
う

節
目
に
あ
た
り
、
外
務
省
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
広
く
記
念
事
業
を
募
集
し
た
。

他
方
、
外
交
史
料
館
に
お
け
る
『
日
本
外
交
文
書
』
刊
行
も
八
〇
年
目
を
迎
え
、

既
に
第
二
次
大
戦
後
の
『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
作
業
の
一
環
と
し
て
、
六
〇
年

前
の
日
本
の
国
連
加
盟
に
関
す
る
外
務
省
記
録
の
調
査
も
進
行
中
で
あ
る
。

当
時
外
務
大
臣
で
あ
っ
た
重
光
葵
）
1
（

は
、
一
九
五
六
年
一
二
月
第
一
一
回
国
連
総

会
に
出
席
し
、
日
本
の
国
連
加
盟
に
際
し
て
演
説
を
行
っ
た
（
“Address of H

is 

Excellency M
am
oru Shigem

itsu, D
eputy Prim

e M
inister and Foreign 

M
inister of Japan, before the U

nited N
ations General A

ssem
bly on 

the O
ccasion of Japan

’s A
dm
ission to the U

nited N
ations on 

D
ecem

ber 18, 1956

”）。

そ
の
中
で
重
光
は
、
日
本
国
憲
法
の
恒
久
平
和
主
義
を
「
国
民
の
信
条
（the 

fi rm
 conviction of the people of Japan

）」
と
述
べ
、「
日
本
は
原
子
爆
弾
の

試
練
を
受
け
た
唯
一
の
国
で
あ
っ
て
、
そ
の
惨
害
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を

知
っ
て
い
る
（B

eing the only country w
hich has experienced the 

horrors of the atom
ic bom

b, Japan know
s its tragic consequences.

）」

の
で
、
軍
縮
の
大
事
業
に
積
極
的
に
立
ち
、
ア
ジ
ア
の
国
と
の
関
係
を
重
視
し
、

そ
し
て
、「
東
西
の
か
け
橋
（a bridge betw

een the East and the W
est

）」

と
な
り
う
る
と
宣
言
し
、「
国
際
連
合
の
崇
高
な
目
的
に
対
し
誠
実
に
奉
仕
す
る

決
意
（the resolve of Japan to serve sincerely the high cause of the 

U
nited N

ations

）」
を
有
す
る
と
表
明
し
た
。

こ
の
有
名
な
「
東
西
の
か
け
橋
」
演
説
中
の

“The substance of Japan

’s political, econom
ic and cultural life is 

the product of the fusion w
ithin the last century of the 

civilizations of the O
rient and the O

ccident. In a w
ay, Japan 

m
ay w

ell be regarded as a bridge betw
een the East and the 

W
est. She is fully conscious of the great responsibilities of such 

a position.

”

と
い
う
く
だ
り
は
、
総
会
議
場
の
賞
賛
を
浴
び
た
。
こ
の
部
分
は
、

「
わ
が
国
の
今
日
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
実
質
は
、
過
去
一
世
紀
に
わ
た

研
究
ノ
ー
ト

重
光
外
務
大
臣
の
「
東
西
の
か
け
橋
」
演
説
草
案
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る
欧
米
及
び
ア
ジ
ア
両
文
明
の
融
合
の
産
物
で
あ
つ
て
、
日
本
は
あ
る
意
味

に
お
い
て
東
西
の
か
け
橋
と
な
り
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
位

に
あ
る
日
本
は
、そ
の
大
き
な
責
任
を
充
分
自
覚
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
の
和
文
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/press/

enzetsu/18/esm
_1218.htm

l

）。

こ
の
「
外
務
大
臣
演
説
」
は
、
外
務
省
で
起
案
さ
れ
、
外
交
史
料
館
に
は
、
外

務
省
記
録
「
日
本
の
国
際
連
合
加
盟
関
係
」（B

’2.0.0.2-4-2

）
と
し
て
、
五
本
の

草
案
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
国
連
加
盟
六
〇
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
草

案
に
お
け
る
「
東
西
の
か
け
橋
」
の
変
遷
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）
重
光
葵
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
一
一
月
一
二
日
東
京
裁
判
に
お
い
て

禁
固
七
年
の
判
決
を
受
け
、
四
年
七
ヶ
月
の
服
役
の
後
、
対
日
平
和
条
約
発
効

以
前
の
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
三
月
七
日
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令

部
に
よ
っ
て
恩
典
と
し
て
設
け
ら
れ
た
仮
出
所
制
度
に
よ
り
、
同
年
一
一
月
二

一
日
に
仮
釈
放
さ
れ
て
い
た
が
、
つ
い
で
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
四
月
二

八
日
の
対
日
平
和
条
約
発
効
後
、「
公
職
に
関
す
る
就
職
禁
止
、
退
職
等
に
関
す

る
勅
令
等
の
廃
止
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
七
年
四
月
二
一
日
法
律
第
九
四
号
）」

（http://law
.e-gov.go.jp/htm

ldata/s27/s27ho094.htm
l　

2016/11/09
）

の
施
行
に
よ
り
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権
な
ど
の
公
民
権
が
回
復
さ
れ
、
そ
の
後

衆
議
院
議
員
に
当
選
し
、一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
二
月
〜
一
九
五
六
（
昭

和
三
一
）年
一
二
月
ま
で
、第
一
〜
三
次
鳩
山
一
郎
内
閣
で
外
務
大
臣
を
務
め
た
。

一
、
第
一
次
案　
「
わ
が
国
の
国
連
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
場
合
の
国
連
総
会
本
会
議

に
お
け
る
外
務
大
臣
の
演
説
要
旨（
案
）」（
三
一
、
一
〇
、
二
二　
　

国
協
局
）

「
議
長
及
び
代
表
各
位

（
議
長
の
歓
迎
の
辞
及
び
各
国
代
表
の
歓
迎
演
説
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

こ
れ
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
明
す
る
。）」

と
の
項
目
の
次
に

「（
加
盟
の
挨
拶
）」

と
し
て
、
国
連
加
盟
申
請
書
に
お
け
る
「
日
本
国
民
は
、
国
際
連
合
の
事
業
に
参

加
し
、
且
つ
憲
章
の
目
的
及
び
原
則
を
み
ず
か
ら
の
行
動
の
指
針
と
す
る
こ
と
を

熱
望
し
て
お
り
、
国
民
の
間
に
は
、
諸
国
間
に
お
け
る
平
和
及
び
協
力
を
助
長
し

よ
う
と
す
る
国
際
連
合
の
目
的
に
対
し
、
挙
国
的
な
共
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
」

と
の
部
分
を
引
用
し
て
、
国
連
を
中
心
と
す
る
国
際
機
関
に
対
す
る
積
極
的
協
力

が
日
本
の
従
来
か
ら
の
希
望
で
あ
る
旨
を
表
明
し
、

「（
日
本
等
加
盟
の
意
義
）」

と
し
て
、
ス
ー
ダ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
続
く
日
本
の
加
盟
に
よ
っ
て
、

「
国
連
が
世
界
的
機
構
と
し
て
大
き
な
進
展
を
見
」、
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
同
盟

国
の
団
体
と
し
て
発
足
し
た
国
連
が
、「
日
本
を
含
む
敗
れ
た
側
の
諸
國
に
対
し
て

歓
迎
の
手
を
ひ
ろ
げ
た
こ
と
」
及
び
「
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
日
本
に
至
る
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
両
大
陸
諸
国
の
国
連
内
に
お
け
る
影
響
力
の
伸
展
」
を
強
調
し
、
更
に

「（
新
し
い
ア
ジ
ア
と
日
本
の
立
場
）」

と
題
し
て
、
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「
東
西
両
文
明
を
代
表
す
る
二
つ
の
世
界
の
平
和
的
な
協
調
は
日
本
の
希

求
し
て
止
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
に
応
じ
将
来
と
も

努
力
を
惜
し
ま
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
の
「
東
西
の
か
け
橋
」
的
叙
述
が
な
さ
れ
、

「（
ア
ジ
ア
諸
国
の
生
活
水
準
向
上
と
日
本
）」

「（
ガ
ッ
ト
加
盟
問
題
等
）（
世
界
貿
易
の
拡
大
と
自
由
化
）」

と
続
き

「（
原
水
爆
実
験
禁
止
問
題
）」

の
項
で
は
、
こ
の
昭
和
三
一
年
二
月
九
日
及
び
一
〇
日
の
衆
参
両
院
の
「
結
局
は

人
類
の
破
滅
を
招
来
す
る
原
水
爆
の
製
造
及
び
使
用
禁
止
は
わ
れ
わ
れ
の
強
く
熱

望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
際
間
に
有
効
な
措
置
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

そ
の
実
験
禁
止
に
関
し
て
、
国
際
連
合
並
び
に
関
係
各
国
が
す
み
や
か
に
有
効
適

切
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
旨
の
決
議
を
引
用
し
て
、

「
原
水
爆
の
製
造
及
び
使
用
禁
止
並
び
に
実
験
禁
止
に
つ
い
て
適
切
な
る

措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」

と
訴
え
て
い
る
。

二
、
第
二
次
案　
「
わ
が
国
の
国
連
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
場
合
の
国
連
総
会
本
会
議

に
お
け
る
外
務
大
臣
の
演
説
要
旨（
案
）」（
三
一
、
一
一
、
二
三　
　

国
協
局
）

（F
oreign M

inister

’s A
ddress before the U

.N
. G
eneral 

A
ssem

bly

）

第
一
次
案
で
は
項
目
だ
け
で
あ
っ
た
「
議
長
並
び
に
代
表
各
位
」
へ
の
謝
意
表

明
が
、
本
案
の
邦
・
英
文
で
は
、

「
議
長
並
び
に
代
表
各
位
（M

r. President and H
onorable D

elegates,

）、

議
長
閣
下
が
只
今
極
め
て
友
情
に
富
み
、
且
つ
熱
誠
な
る
歓
迎
の
辞
を
述

べ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
私
は
、
日
本
政
府
及
び
国
民
を
代
表
し
て
深
甚

な
感
謝
の
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る（O

n behalf of the governm
ent 

and people I desire to express our profound gratitude for the 

w
arm
 and friendly w

ords, just spoken by the President, 

w
elcom

ing Japan to the U
nited N

ations.

）。」

と
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、

「
本
日
総
会
の
投
票
に
よ
り
、
我
国
を
国
連
の
正
規
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
迎

え
ら
れ
た
多
く
の
友
邦
に
対
し
、
私
は
、
こ
こ
に
改
め
て
心
か
ら
な
る
謝

意
を
述
べ
た
い
（I thank all the countries w

hose votes today have 

m
ade Japan a full-fl edged m

em
ber of the U

nited N
ations

）。」

と
し
て
、
そ
の
後
に

「
現
在
の
国
際
政
治
上
も
日
本
は
、
Ａ
・
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
り
、

同
時
に
西
欧
諸
国
の
良
き
友
で
あ
る
。
故
に
、
東
西
両
文
明
を
代
表
す
る

二
つ
の
世
界
の
平
和
的
な
協
調
は
日
本
の
希
求
し
て
止
ま
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

こ
の
度
国
連
加
盟
国
と
な
っ
た
わ
が
国
は
従
来
か
ら
努
め
て
果
た
す
こ

と
に
力
を
注
い
だ
西
洋
と
東
洋
と
の
間
の
懸
橋
と
し
て
の
役
割
を
更
に
有

効
的
に
続
け
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
る
（A

nd in the international 
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fi eld, Japan is a m
em
ber State of the A

-A
 group w

hile she is 

also a good friend of the nations of the W
est. It is, therefore, 

her fervent hope to see peaceful cooperation betw
een the tw

o 

w
orlds, representing the civilizations of the E

ast and the 

W
est.

N
ow
 that she has becom

e a full m
em
ber of the U

nited 

N
ations, Japan pledges to redouble her efforts in the 

perform
ance of her role as a bridge betw

een E
ast and 

W
est.

）。」

と
し
て
「
西
洋
と
東
洋
と
の
間
の
懸
橋
（a bridge betw

een East and W
est

）」

の
語
句
が
、
こ
こ
に
初
め
て
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
「
Ａ
・
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
員

（a m
em
ber State of the A

-A
 group

）」
で
あ
る
日
本
は
、「
西
欧
諸
国
の
良

き
友
（a good friend of the nations of the W

est
）」
と
し
て
、「
西
洋
と
東

洋
と
の
間
の
懸
橋
（a bridge betw
een East and W

est
）」
の
役
割
を
担
う

こ
と
が
出
来
る
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る）

1
（

。

な
お
第
二
次
案
で
は
、第
一
次
案
の
「
原
水
爆
実
験
禁
止
問
題
」
に
つ
い
て
は
、

「
原
子
力
平
和
利
用
の
国
際
会
議
の
如
き
（such as the one on the peaceful 

utilization of nuclear energy

）
国
連
主
催
の
会
議
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
」

と
述
べ
る
の
み
で
、
最
後
に
、

「
私
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
機
会
に
際
し
、
日
本
政
府
を
代
表
し
て
、
重

ね
て
国
連
加
盟
諸
国
に
対
し
、
日
本
が
国
連
の
正
規
の
一
員
と
し
て
、

国
連
及
び
各
専
門
機
関
の
諸
々
の
活
動
分
野
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
協
力

を
す
る
こ
と
を
誓
い
、
加
盟
各
国
と
一
致
協
力
し
て
新
し
い
世
界
の
建

設
に
邁
進
す
る
こ
と
を
声
明
す
る
も
の
で
あ
る
（In conclusion, 

let m
e assure the A

ssem
bly once again, that Japan as a 

regular U
.N
. m
em
ber w

ill extend every cooperation to the 

U
nited N

ations and its specialized agencies in their respective 

fi elds of endeavors and declare m
y country

’s fi rm
 resolve to 

w
ork together w

ith all countries in order to build a new
 and 

a better w
orld.

）。」

と
結
ん
で
い
る
。

（
１
）
邦
文
の
同
案
に
は
、「
東
西
の
懸
橋
は
、
経
済
的
分
野
に
の
み
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
更
に
日
本
は
、
国
際
政
治
の
面
に
お
い
て
も
、
将
亦
、
東
西
文
化
の

融
和
に
つ
い
て
も
同
様
な
努
力
を
尽
し
た
い
と
望
む
も
の
で
あ
る
。」
と
の
言
及

が
あ
る
が
、
こ
の
部
分
の
英
文
訳
は
見
当
た
ら
な
い
。

三
、
栗
野
私
案　
「
国
連
第
十
一
総
会
本
会
議
に
お
け
る
重
光
外
務
大
臣
の
演
説

（
案
）」（
三
一
、
一
一
、
二
九
）

本
案
は
、昭
和
二
九
年
一
月
か
ら
国
際
協
力
局
第
一
課
の
外
務
事
務
官
と
し
て
、

「
国
連
加
盟
実
現
の
際
に
採
る
べ
き
措
置
（
項
目
）」）

1
（

を
策
定
す
る
な
ど
、
国
際
連

合
加
盟
関
係
事
務
に
深
く
携
わ
り
、
三
二
年
四
月
以
降
も
同
課
長
心
得
と
し
て
活
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躍
し
た
栗
野
鳳
事
務
官
の
手
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

先
ず
冒
頭
で
「
議
長
並
び
に
代
表
各
位
」
と
呼
び
か
け
、
議
長
で
あ
る
タ
イ
の

ワ
ン
ワ
イ
タ
ヤ
コ
ン
殿
下
（Prince W

an W
aithayakon

）
の
歓
迎
の
辞
に
対

す
る
謝
意
を
表
明
し
、「
国
連
に
対
す
る
積
極
的
協
力
」
を
推
進
し
て
き
た
日
本

と
し
て
、

「
今
日
、
日
本
国
民
の
喜
び
は
、
放
浪
の
孤
児
が
暖
か
い
家
族
の
一
員
と
し

て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
喜
び
に
も
た
と
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。」

と
、
そ
の
喜
び
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
の
日
本
に
対
す
る
「
放
浪
の
孤
児
」
の
喩
は
、
本
私
案
以
前
一
九
五
一
年
六

月
二
一
日
の
第
三
四
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
に
お
い
て
、
日
本
の
再
加
盟
が
承
認
さ
れ
た

際
、
同
趣
旨
の
比
喩
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

と
き
ブ
ウ
キ
ン
（Buu-kinh

）
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
代
表
は
、「
今
日
の
日
本
は
、
昨
日

の
日
本
で
は
な
い
。
日
本
が
、
社
会
正
義
と
民
主
主
義
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る

こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
。
放
蕩
息
子
（prodigal son
）
の
帰
宅
ほ
ど

慰
め
に
な
る
も
の
は
な
い
。」
と
演
説
し
、
そ
れ
を
受
け
て
ラ
マ
デ
ィ
エ
（Paul 

Ram
adier

）
前
仏
国
首
相
が
、
更
に
「
わ
れ
わ
れ
は
、
放
蕩
息
子
の
帰
宅
を
迎

え
よ
う
。
そ
し
て
、
非
常
に
特
異
な
経
験
を
経
て
き
た
日
本
は
、
将
来
、
も
っ
と

も
す
ぐ
れ
た
経
験
と
社
会
福
祉
を
よ
り
高
い
段
階
に
導
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
希
望
し
よ
う
。」
と
述
べ
て
い
た）

2
（

。

ま
た
同
案
は
、
国
連
の
普
遍
性
に
関
し
、

「
今
日
の
日
本
を
含
み
二
十
ヶ
国
の
加
盟
に
よ
り
国
連
は
今
や
略
々
普
遍

的
な
国
際
機
関
と
な
っ
た
。
今
後
こ
の
普
遍
性
を
更
に
完
全
な
も
の
と
す

る
た
め
爾
余
の
未
加
盟
国
が
早
く
加
盟
し
う
る
情
勢
と
な
る
こ
と
を
希
っ

て
や
ま
な
い
」

と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
早
期
加
盟
に
言
及
し
、

更
に
第
二
次
案
で
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
「
核
分
裂
物
質
の
利
用
」
を
「
国
際

社
会
が
今
日
直
面
し
て
い
る
最
大
の
課
題
」
と
し
た
上
で
、

「
他
方
に
於
け
る
東
西
両
陣
営
相
互
間
の
不
信
の
感
情
を
考
慮
に
入
れ
る

な
ら
ば
現
在
のatom

ic stalem
ate

の
状
態
自
体
極
め
て
不
安
定
且
つ
危

険
極
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
詳
細
な
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。」

と
し
て
、
東
西
冷
戦
下
の
「
核
手
詰
り
状
態
」
の 

危
険
性
を
訴
え
）
3
（

、
更
に
、

「
原
子
力
国
際
管
理
及
び
軍
縮
の
問
題
解
決
の
た
め
の
手
掛
か
り
と
し

て
、
国
連
が
先
づ
核
兵
器
実
験
の
規
制
の
問
題
を
採
上
げ
る
こ
と
が
有
意

義
で
あ
る
と
考
え
る
。」

と
し
て
、原
子
力
の
国
際
管
理
に
関
す
る
国
連
の
役
割
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
訴
え
は
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
始
爆
弾
投
下
か
ら
七
〇
年
目
の
一
昨
二
〇
一

五
年
一
二
月
七
日
第
七
〇
回
国
連
総
会
決
議
「
核
兵
器
の
全
面
的
廃
絶
に
向
け
た

新
た
な
決
意
の
も
と
で
の
共
同
行
動
（U

nited action w
ith renew

ed 

determ
ination tow

ards the total elim
ination of nuclear w

eapons

）」

（A
/RES/70/40

）
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る）

4
（

。

そ
し
て
、
次
に
国
連
が
目
下
直
面
し
て
い
る
問
題
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
か
ら
ア

フ
リ
カ
各
地
に
及
ぶ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
に
伴
う
諸
問
題｣

を
挙
げ
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
国
連
内
の
多
数
派
と
し
て
の
Ａ
・
Ａ
諸
国
の
活
動
に
、

「
既
に
加
盟
以
前
か
ら
同
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
処
遇
さ
れ
て
き
た
わ
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が
国
と
し
て
慶
賀
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
」

で
あ
る
と
し
た
上
で
、
更
に
、

「
わ
が
国
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
と
同
時

に
、
西
欧
及
び
米
洲
諸
国
の
良
き
友
邦
で
あ
り
、
ま
た
、
他
の
す
べ
て
の

諸
国
と
も
友
好
関
係
を
維
持
し
た
い
と
希
っ
て
い
る
。」

と
し
て
、
第
二
次
案
と
同
じ
く
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
グ
ル
ー
プ
の
一
員
」
で

あ
る
日
本
は
「
西
欧
及
び
米
洲
諸
国
の
良
き
友
邦
」
と
し
て
、「
東
西
の
か
け
橋
」

の
表
現
は
み
ら
れ
な
い
が
、
東
・
西
の
み
な
ら
ず
南
・
北
を
も
含
め
た
「
他
の
す

べ
て
の
諸
国
」
と
共
に
、

「『
国
際
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
、
こ
の
国
連
を

通
し
て
よ
り
良
き
国
際
社
会
の
建
設
の
た
め
に
協
力
致
そ
う
で
は
な
い
か
。｣

と
呼
び
か
け
て
い
る）

5
（

。

（
1
）
同
調
書
に
は
、「
一
、
政
府
声
明
等
の
起
案
及
び
発
表　
（
一
）
国
連
総
会
に
お

い
て
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
当
日
の
政
府
声
明
（
又
は
総
理
の
談
話
）（
外
務
大
臣

は
総
会
に
出
席
の
予
定
）」
な
ど
一
連
の
措
置
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
昭
和

三
一
年
一
〇
月
二
六
日
付　

国
協
局
（
く
り
の
）「
国
連
加
盟
実
現
の
際
に
採
る

べ
き
措
置
（
項
目
）」（
外
務
省
記
録
「
日
本
の
国
際
連
合
加
盟
関
係
」（B
’

2.0.0.2-4-2

））

（
2
）「
第
三
十
四
回
国
際
労
働
総
会
に
お
け
る
日
本
の
再
加
盟
の
経
過
」（
外
務
省
記

録
「
国
際
労
働
機
関
関
係
一
件
（ILO

）　

総
会
関
係
」（B

’ 2.3.6.1-1

）

（
3
）
本
案
作
成
の
翌
昭
和
三
二
年
九
月
に
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
『
外
交
青
書
』
第
一

号
で
も
、「
い
わ
ゆ
る
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
ス
テ
ィ
ル
メ
イ
ト
は
国
際
政
治
の
構
造
を

変
え
た
の
で
あ
る
。」
と
し
て
、「
不
安
定
な
平
和
状
態
」
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
（
昭
和
三
二
年
九
月　

外
務
省
編　
『
わ
が
外
交
の
近
況
』　

五-

六
頁
）。

（
４
）
二
〇
一
六
年
四
月
一
〇
日
及
び
一
一
日
に
は
広
島
に
お
い
て
「
Ｇ
７
広
島 

外
相

会
合
」
が
開
催
さ
れ
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
（John F. K

erry

）
米
国
国
務
長
官

は
じ
め
Ｇ
７
外
相
が
、
テ
ロ
・
暴
力
的
過
激
主
義
、
難
民
問
題
、
軍
縮
・
不
拡
散
、

海
洋
安
全
保
障
な
ど
国
際
社
会
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
や
、
北
朝
鮮
、
中
東
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
っ
た
地
域
情
勢
に
つ
い
て
議
論
し
、
関
連
行
事
と
し
て
「
広

島
平
和
記
念
資
料
館
」
を
訪
問
し
、
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
に
献
花
し
て
、
そ
の

後
な
さ
れ
た
「
核
軍
縮
及
び
不
拡
散
に
関
す
る
Ｇ
７
外
相
広
島
宣
言
（G7 

Foreign M
inister

’s H
iroshim

a D
eclaration on N

uclear D
isarm

am
ent 

and N
on-Proliferation H

iroshim
a, Japan, 11 A

pril 2016

）」
で
は
、「
広

島
及
び
長
崎
の
人
々
は
、
原
子
爆
弾
投
下
に
よ
る
極
め
て
甚
大
な
壊
滅
と
非
人

間
的
な
苦
難
と
い
う
結
末
（im

m
ense devastation and hum

an suff ering 

as a consequence of the atom
ic bom

bings

）
を
経
験
」
し
た
と
し
、
最
後

に
「
我
々
は
、
核
兵
器
は
二
度
と
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
広
島
及
び
長

崎
の
人
々
の
心
か
ら
の
強
い
願
い
を
共
に
し
て
い
る
。」
と
し
て
、
核
軍
縮
及
び

不
拡
散
に
対
す
る
連
帯
を
表
明
し
た
（http://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/fi les/

000147441.pdf

）。
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四
、
最
終
案　
「
国
連
加
盟
に
際
し
て
の
演
説
」（Foreign M

inister

’s A
ddress 

before the U
.N
. General A

ssem
bly

）

以
上
の
各
案
を
経
て
「
最
終
案
」
邦
、
英
文
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
を
携
え
て
重

光
外
務
大
臣
は
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
一
二
月
一
三
日
、
娘
の
華
子
を
同

行
、
随
員
と
し
て
木
村
勇
祐
、
吉
岡
俊
夫
両
書
記
官
、
河
崎
一
郎
国
際
協
力
局
長
、

西
堀
正
弘
条
約
局
第
二
課
長
及
び
顧
問
と
し
て
佐
藤
尚
武
参
議
院
議
員
（
緑
風

会
）、
松
岡
駒
吉
衆
議
院
議
員
（
社
会
党
）、
岡
田
宗
司
参
議
院
議
員
（
社
会
党
）、

西
春
彦
外
務
省
顧
問
を
帯
同
し
て
、
羽
田
を
出
発
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
っ

た
）
1
（

。こ
の
重
光
が
携
行
し
た
と
推
定
さ
れ
る
「
最
終
案
」
は
、
先
ず
「
第
二
次
案
」

同
様
、
議
長
及
び
代
表
各
位
及
び
加
盟
の
際
の
援
助
国
に
対
す
る
謝
意
表
明
に
始

ま
り
、
次
い
で
国
連
の
平
和
主
義
及
び
人
道
主
義
に
対
す
る
加
盟
国
と
し
て
の
義

務
遵
守
を
表
明
し
、「
原
子
爆
弾
の
試
練
を
受
け
た
唯
一
の
国
（the only nation 

in the w
orld w

ho has undergone the ordeal of atom
ic bom

bing

）」
と

し
て
、
国
連
に
よ
る
核
軍
縮
へ
の
強
い
期
待
を
表
明
す
る
と
と
も
に）

2
（

、
ア
ジ
ア
地

域
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
に
伴
う
紛
争
に
対
す
る
国
連
の
対
応
へ
の

援
助
及
び
通
商
貿
易
に
よ
る
Ａ
・
Ａ
諸
国
の
経
済
発
展
に
対
す
る
寄
与
な
ど
を
訴

え
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、

「
わ
が
国
の
今
日
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
実
質
は
過
去
一
世
紀
の
国
情

に
よ
つ
て
東
西
両
文
明
の
融
合
の
産
物
で
あ
り
ま
す
。
日
本
は
あ
る
意
味

に
お
い
て
欧
米
と
ア
ジ
ア
と
の
架
橋
と
な
り
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
国
際
平
和
に
対
す
る
日
本
の
役
目
の
決
し
て
軽
く
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
の
で
あ
つ
て
、
日
本
は
そ
の
責
任
を
充
分
自
覚
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま

す
（T

he substance of Japan

’s political, econom
ic and cultural 

institutions of the present day is the product born of the 

fusion of the civilizations of the East and the W
est under the 

peculiar circum
stances of the country during the past 

century. Japan is in a position to serve as a bridge, so to 

speak, betw
een East and W

est. It m
eans she has a signifi cant 

part to play in the furtherance of international peace

）」

と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
案
で
は
、「
第
二
次
案
」
の
「
西
洋
と
東
洋
と

の
間
の
懸
橋
（a bridge betw

een East and W
est

）」
を
、
同
案
で
は
英
訳

が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
「
欧
米
と
ア
ジ
ア
」
と
の
「
政
治
、経
済
、文
化
（political, 

econom
ic and cultural

）」
を
併
せ
た
「
東
西
両
文
明
（the civilizations of 

the East and the W
est

）」
の
「
架
橋
」（a bridge betw

een East and 

W
est

）」
と
し
て
、よ
り
具
体
的
且
つ
網
羅
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
重
光
葵
著　

伊
藤
隆
・
渡
邊
行
男
編
『
続
重
光
葵
手
記
』（
昭
和
六
三
年　

中
央

公
論
社
）　

八
〇
〇
頁
。

（
2
）
二
〇
〇
九
年
四
月
五
日
、
オ
バ
マ
（Barack O

bam
a

）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統

領
は
、
チ
ェ
コ
の
首
都
プ
ラ
ハ
に
お
い
て
、「
核
兵
器
を
使
用
し
た
こ
と
の
あ
る

唯
一
の
核
保
有
国
（the only nuclear pow

er to have used a nuclear 
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w
eapon

）」
と
し
て
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全
（the peace and 

security of a w
orld w

ithout nuclear w
eapons

）」
を
追
求
す
る
、
と
演
説

し
（https

：//obam
aw
hitehouse.archives.gov/the-press-office/

rem
arks-president-barack-obam

a-prague-delivered

）、

　
　
　
　

更
に
二
〇
一
六
年
五
月
二
七
日
、「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
終
了
後
、
被
爆
地

広
島
を
訪
れ
、「
し
か
し
私
自
身
の
国
と
同
様
、
核
を
保
有
す
る
国
々
は
、
恐
怖

の
論
理
か
ら
逃
れ
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
追
求
す
る
勇
気
を
も
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
が
生
き
て
い
る
間
に
、
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
粘
り
強
い
努
力
に
よ
っ
て
、
大
惨
事
が
起
き

る
可
能
性
を
低
く
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
保
有
す
る
核
の
根
絶
に
つ
な
が
る

道
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（But am

ong those nations like m
y ow

n 

that hold nuclear stockpiles, w
e m
ust have the courage to escape 

the logic of fear and pursue a w
orld w

ithout them
. W
e m
ay not 

realize this goal in m
y lifetim

e, but persistent eff ort can roll back 

the possibility of catastrophe. W
e can chart a course that leads to 

the destruction of these stockpiles.

）。」
と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
表
明
し
た
（http://japanese.japan.usem

bassy.gov/j/p/

tpj-20160527-02.htm
l

）。

五
、
加
瀬
大
使
覚
書 「
国
連
加
盟
に
際
し
て
の
演
説
（
案
）」

と
こ
ろ
で
、
前
掲
『
続
重
光
葵
手
記
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
一
年
「
十
二
月

十
六
日　

日　

演
説
は
、
持
参
の
小
畑
（
薫
良
）
氏
英
人
（
文
）
と
加
瀬
大
使
英

文
（
島
の
内
氏
訳
）
を
つ
き
合
せ
、
谷
、
加
瀬
、
島
の
内
、
西
堀
等
検
討
す
。」

と
あ
り
、ま
た
「
十
二
月
十
七
日　

演
説
草
稿
完
成
。
顧
問
団
、植
原
（
悦
二
郎
）、

北
村
（
徳
太
郎
）、
黒
川
（
武
雄
）。（
先
着
、
松
岡
、
岡
田
）。
昼
食
会
。
佐
藤

代
表
、
五
顧
問
、
両
大
使
、
演
説
内
容
に
付
て
了
解
を
求
む
。
夜
、
谷
大
使
招
宴

（
魚
料
理
）。
谷
、
佐
藤
、
加
瀬
夫
妻
、
川
崎
、
西
堀
等
。
生
卵
、
加
瀬
夫
人
差

入
れ
。
数
箇
を
と
る
。
演
説
練
習
。
録
音
。」
と
あ
る）

1
（

。

こ
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
草
案
は
英
文
に
す
る
前
の
「
加
瀬
大
使
覚
書
」

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
を
当
時
在
米
国
大
使
館
一
等
書
記
官
で
あ
っ
た
島
内
敏
郎

が
英
訳
し
、こ
れ
と
、前
記
「
最
終
案
」
英
文
と
推
定
さ
れ
る
「
持
参
の
小
畑
（
薫

良
）
氏
英
人
（
文
）」
と
が
つ
き
合
わ
さ
れ
、
一
七
日
、
佐
藤
尚
武
代
表
及
び
五

名
の
顧
問
及
び
加
瀬
、谷
両
大
使
の
了
解
を
得
て
、重
光
が
一
七
日
夜
「
練
習
」
し
、

「
録
音
」
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
現
在
外
務
省
に
お
い
て
、
“Address 

of H
is Excellency M

am
oru Shigem

itsu, D
eputy Prim

e M
inister and 

F
oreign M

inister of Japan, before the U
nited N

ations G
eneral 

A
ssem

bly on the O
ccasion of Japan

’s A
dm
ission to the U

nited 

N
ations on D

ecem
ber 18, 1956

” 

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
料
さ

れ
る
。

な
お
、
本
「
覚
書
」
は
、
ま
ず
最
初
に
挨
拶
と
し
て
前
記
「
最
終
案
」
と
同
様
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の
「「
議
長
並
び
に
代
表
各
位
」
に
対
す
る
謝
意
が
述
べ
ら
れ
、

次
に
「
最
終
案
」
で
は
四
項
目
に
あ
た
る
ア
ジ
ア
情
勢
に
関
し
て
、
国
連
の

「
実
際
的
な
解
決
方
式
（w

orkable form
ula for solution

）
を
案
出

す
べ
き
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。」

と
主
張
し
、
次
に
「
最
終
案
」
で
は
五
項
目
に
相
当
す
る
、
人
口
増
加
に
対
す
る

国
際
貿
易
の
安
定
に
関
し
、

「
こ
の
地
域
の
政
治
的
安
定
と
経
済
的
進
展
は
わ
が
国
と
し
て
も
至
大
の

関
心
を
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
」

と
訴
え
、
更
に
「
最
終
案
」
の
第
三
項
に
掲
げ
ら
れ
た
核
軍
縮
に
関
し
て
は
、

「
原
爆
の
惨
禍
を
体
験
せ
る
唯
一
の
民
族
と
し
て
わ
が
政
府
及
び
国
民
は

（
中
略
）
核
並
び
に
熱
核
兵
器
の
製
造
及
び
使
用
禁
止
を
熱
望
し
右
に
関

し
国
際
間
に
有
効
な
措
置
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
間
そ
の
実
験
禁
止
に
関

し
て
国
際
連
合
並
び
に
関
係
各
国
が
す
み
や
か
に
有
効
適
切
な
措
置
を
と

る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。」

と
し
て
、
核
廃
絶
に
至
る
ま
で
の
核
実
験
の
禁
止
を
訴
え
、
更
に
本
「
覚
書
」
独

自
の
見
解
と
し
て
、
国
際
連
合
及
び
そ
の
専
門
機
関
に
よ
る
「
国
境
線
的
障
壁
の

低
下
」
の
為
の
功
績
を
評
価
し
つ
つ
、

そ
し
て
最
後
に
、「
東
西
の
懸
橋
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
か
く
の
ご
と
き
東
西
両
文
明
の
融
合
し
て
い
る
わ
が
国
の
社
会
、
産
業

構
造
の
特
色
が
東
西
文
化
の
融
和
又
は
東
西
の
隔
絶
の
防
遏
の
た
め
必
要

な
る
場
合
に
は
わ
が
国
は
随
時
東
西
の
懸
橋
的
役
割
を
果
し
う
べ
き
こ
と

を
信
じ
て
疑
わ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
し
て
、
当
該
「
覚
書
」
は
、
前
記
第
二
次
案
及
び
最
終
案
同
様
に
「
東
西
文
化

の
融
和
」
の
「
懸
橋
」
に
な
る
と
す
る
と
共
に
、
更
に
「
東
西
の
隔
絶
の
防
遏
の

た
め
必
要
な
場
合
」
に
も
「
懸
橋
的
役
割
」
を
果
た
す
と
し
て
、
当
時
の
東
西
両

陣
営
間
の
冷
戦
を
意
識
し
て
、
こ
の
点
で
の
東
西
の
橋
渡
し
的
任
務
を
も
担
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
他
の
草
案
と
は
異
な
る
本
案
の
特
徴
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

（
1
）
重
光
前
掲
手
記　

八
〇
一-

八
〇
三
頁
。

　
　
　
　

な
お
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
小
畑
薫
良
」
は
翻
訳
員
と
し
て
外
務
省
、
大
東

亜
省
、
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
嘱
託
を
経
て
昭
和
三
一
年
九
月
か
ら
外
務
省
参

与
。「
加
瀬
俊
一
」
は
昭
和
三
〇
年
五
月
国
際
連
合
代
表
部
長
を
依
願
免
本
官
し

た
後
翌
三
一
年
一
二
月
国
際
連
合
第
一
一
回
総
会
代
表
。「
島
内
敏
郎
」
は
昭
和

二
九
年
一
〇
月
よ
り
在
米
国
大
使
館
一
等
書
記
官
。「
谷
正
之
」
は
昭
和
三
一
年

一
月
在
米
国
大
使
後
十
二
月
国
際
連
合
第
一
一
回
総
会
代
表
。「
西
堀
正
弘
」
は

昭
和
三
一
年
七
月
日
ソ
国
交
正
常
化
交
渉
全
権
委
員
随
員
後
同
一
二
月
国
際
連

合
第
一
一
回
総
会
代
表
随
員
。「
川
崎
一
郎
」
は
昭
和
三
一
年
一
〇
月
免
国
際
協

力
局
第
二
課
長
事
務
取
扱
の
後
一
二
月
国
際
連
合
第
一
一
回
総
会
代
表
随
員
。

「
佐
藤
尚
武
」
は
昭
和
三
一
年
一
月
参
議
院
議
員
で
一
二
月
国
際
連
合
第
一
一
回

総
会
代
表
。「
植
原
悦
二
郎
」
は
衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）（
昭
和
二
一
年

第
一
次
吉
田
内
閣
の
国
務
大
臣
）。「
北
村
徳
太
郎
」
は
衆
議
院
議
員
（
改
進
党
）

（
昭
和
一
三
年
芦
田
均
内
閣
の
大
蔵
大
臣
）。「
黒
川
武
雄
」
は
参
議
院
議
員
（
自
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由
民
主
党
）（
第
三
次
吉
田
内
閣
の
厚
生
大
臣
）。「
松
岡
駒
吉
」
は
衆
議
院
議
員

（
社
会
党
）（
昭
和
二
二
年
衆
議
院
議
長
）。「
岡
田
宗
司
」
は
参
議
院
議
員
（
社

会
党
）（
昭
和
二
五
年
参
議
院
農
林
委
員
長
）（
昭
和
三
三
年
一
二
月
編
纂　

外

務
大
臣
官
房
人
事
課　
「
外
務
省
年
鑑
」、.

昭
和
三
一
年
一
二
月
一
二
日
付　
「
参

議
院
会
議
録
情
報
」　

第
〇
二
五
回
国
会
参
議
院
運
営
委
員
会　

第
一
八
号
）。

あ
と
が
き

以
上
、
六
〇
年
前
の
わ
が
国
国
連
加
盟
に
際
し
て
な
さ
れ
た
重
光
外
務
大
臣
に

よ
る
「
東
西
の
か
け
橋
」
演
説
の
草
稿
に
つ
い
て
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、「
栗
野

私
案
」
及
び
「
加
瀬
大
使
覚
書
」
を
除
く
他
の
三
案
は
と
も
に
外
務
省
国
際
協
力

局
第
一
課
で
起
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
起

案
者
が
誰
で
あ
る
か
は
何
れ
も
判
然
と
し
な
い
。
そ
こ
に
栗
野
鳳
事
務
官
が
か
か

わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
彼
が
、
国
際
協
力
局
第
一
課
で
国
連
加
盟
記
念
行
事
を
策

定
す
る
な
ど
国
連
関
係
事
務
を
専
門
に
取
扱
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
類
推
さ
れ
る
。

し
か
し
、
同
事
務
官
起
案
の
「
栗
野
私
案
」
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
わ
が
国

は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
と
同
時
に
、
西
欧
及
び
米
洲
諸

国
の
良
き
友
邦
で
あ
り
」
と
し
て
、「
東
西
の
か
け
橋
」
を
意
味
す
る
語
句
は
あ
っ

て
も
、「
か
け
橋
」
の
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、
他
の
関
係
外
務
省
記
録

中
に
も
、
彼
が
こ
の
外
務
省
案
の
起
案
者
で
あ
っ
た
記
録
な
い
し
記
述
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
東
西
の
か
け
橋
」
の
表
現
は
、
重
光
演
説
が
な

さ
れ
る
以
前
に
も
、
既
に
新
渡
戸
稲
造
が
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
、「
太
平
洋

の
橋
に
な
り
度
と
思
ひ
ま
す
」
と
い
っ
て
米
国
に
私
費
留
学
し
）
1
（

、
ま
た
大
隈
重
信

も
著
書
『
東
西
文
明
の
調
和
』
を
あ
ら
わ
し）

2
（

、
早
稲
田
大
学
の
創
設
理
念
に
掲
げ

る
な
ど
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
伝
統
的
な
表
現
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
日
本
の
国
連
加
盟
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
「
か
け
橋
」
の
表
現

が
想
起
さ
れ
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
し
、
そ
れ
が
栗
野
を
含
む
外
務
省
国
際
協

力
局
の
担
当
官
の
共
通
の
認
識
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
も
推
定
さ
れ
る
。
加
瀬
に

お
い
て
は
そ
の
上
で
、こ
れ
に
当
時
の
冷
戦
下
に
お
け
る
東
西
両
陣
営
の
「
懸
橋
」

の
意
も
含
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
一
二
月
一
八
日
の
重
光
演
説
に
は
「
加
瀬

大
使
覚
書
」
で
提
案
さ
れ
た
表
現
は
採
用
さ
れ
ず
、
外
務
省
最
終
案
の
「
東
西
の

架
橋
（a bridge betw

een East and W
est

）」
が
、「
格
調
高
く
」、
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
の
で
あ
る）

3
（

。

こ
の
点
に
つ
き
、
渡
邊
昭
夫
教
授
が
、
平
成
七
年
一
〇
月
六
日
の
外
交
史
料
館

に
お
け
る
講
演
「
戦
後
日
本
外
交
五
十
年
―
ア
ジ
ア
主
義
へ
の
回
帰
？　

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て
」
の
な
か
で
、「
文
明
の
相
違
と
し
て
の
東
と
西
と
い
う
戦

前
か
ら
日
本
が
辿
っ
て
き
た
も
の
と
の
関
連
で
言
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
意
味
深

長
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。」
と
述
べ
た
こ
と
を）

4
（

、
渡
邊
行
男
氏
は
、「
東
西
冷
戦

の
時
代
背
景
の
中
で
、
文
明
の
東
西
対
立
と
い
う
歴
史
的
経
緯
を
意
識
し
な
が
ら

日
本
の
立
場
を
説
く
姿
勢
を
「
意
味
深
長
」
と
い
う
の
で
あ
る
。」
と
説
明
し
て

い
る）

5
（

。
そ
し
て
、
こ
の
「
東
西
の
か
け
橋
」
の
理
念
は
、
そ
の
翌
年
に
第
一
号
が
刊
行
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さ
れ
た
『
外
交
青
書
』
に
お
い
て
は
、「
外
交
活
動
の
三
原
則
」、
す
な
わ
ち
「
国

際
連
合
中
心
」、「
自
由
主
義
諸
国
と
の
協
調
」
及
び
「
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
の

立
場
の
堅
持
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る）

6
（

。
つ
ま
り
、
同
『
外
交
青
書　

第
二

号
』
は
、「
わ
が
国
は
、
Ａ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸

国
の
立
場
に
同
情
と
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
西
欧
諸
国
と
の
協
調
を
は
か
り
、

国
連
憲
章
の
目
的
と
原
則
に
従
っ
て
、
つ
ね
に
公
正
妥
当
か
つ
建
設
的
な
解
決
案

を
考
慮
し
、
各
利
害
関
係
国
の
説
得
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
西
欧
諸
国
と
Ａ
Ａ

諸
國
の
双
方
か
ら
信
頼
を
勝
ち
得
、
も
っ
て
国
連
を
つ
う
じ
て
わ
が
国
の
国
際
的

地
位
を
向
上
せ
し
め
た
。」
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る）

7
（

。

更
に
、
二
〇
一
五
年
九
月
一
五
日
に
開
会
し
た
第
七
〇
回
国
連
総
会
に
は
、
安

倍
晋
三
総
理
大
臣
が
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
と
共
に
出
席
し
、
二
九
日
の
総
会
一
般

討
論
演
説
に
お
い
て
、
日
本
の
戦
後
の
平
和
国
家
と
し
て
の
足
跡
や
、
国
連
及
び

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
貢
献
を
示
し
た
上
で
、
国
連
の
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ

Ｋ
Ｏ
）
の
三
つ
の
階
層
（
意
思
決
定
、
要
員
及
び
資
金
の
手
当
、
現
場
で
の
実
働
）

に
お
い
て
生
ず
る
格
差
に
対
し
て
、「
日
本
は
ギ
ャ
ッ
プ
・
ブ
リ
ッ
ジ
ャ
ー
（Gap 

Bridger

）
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
」
と
宣
言
し
、「『「
国
際
協
調
主
義
に
基
づ

く
積
極
的
平
和
主
義
（Proactive C

ontributor to Peace based on the 

principle of international cooperation

）』
を
高
く
掲
げ
、
日
本
は
、
国
連
を

二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
た
め
、
安
保
理
改
革
を
行
い
、
安
保
理
常

任
理
事
国
と
し
て
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
一
層
の
貢
献
を
す
る
責
任
を
果
た
し

て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。」
と
の
決
意
を
表
明
し
た）

8
（

。
こ
こ
に
、
重
光
の
「
東

西
の
か
け
橋
」
の
理
念
が
、
現
時
点
で
の
日
本
外
交
に
も
継
受
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

9
（

。

そ
し
て
ま
た
、「
東
西
の
か
け
橋
」
の
起
稿
過
程
で
提
起
さ
れ
た
「
唯
一
の
被
爆

国
」
と
し
て
の
核
廃
絶
へ
の
訴
え
も
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る）
10
（

。

（
1
）
新
渡
戸
稲
造
『
帰
雁
の
葦
』（
弘
道
館　

明
治
四
〇
年
一
二
月
）
三-

四
頁
。

（
2
）
大
隈
は
同
書
の
冒
頭
で
「
東
西
文
明
の
調
和
又
は
東
西
思
想
の
統
一
は
特
に
東

洋
の
一
部
分
で
あ
る
わ
が
国
に
於
い
て
は
、
避
く
べ
か
ら
ざ
る
運
命
又
は
必
然

の
大
勢
と
為
つ
て
居
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
大
隈
重
信
著
『
東
西
文
明
の
調
和
』

大
正
十
一
年　

早
稲
田
大
学
出
版
部　

一-

二
頁
）　

（
3
）
加
瀬
俊
一
「
ミ
ズ
リ
イ
号
上
の
重
光
葵
（
日
本
外
交
の
主
役
た
ち
⑨
）」（『
文
藝

春
秋
』
昭
和
四
八
年
九
月
号　

二
七
〇
頁
）。

　
　
　
　

但
し
、
外
務
省
が
現
在
公
表
し
て
い
る
「
国
際
連
合
第
十
一
総
会
に
お
け
る

重
光
外
務
大
臣
の
演
説
」
で
は
、最
終
案
の
「
東
西
両
文
明
の
融
合
の
産
物
（the 

product born of the fusion of the civilizations of the East and the 

W
est

）」
部
分
が
、「
欧
米
及
び
ア
ジ
ア
両
文
明
の
融
合
の
産
物
（the product 

of the fusion w
ithin the last century of the civilizations of the O

rient 

and the O
ccident

）」
と
修
正
さ
れ
、
後
段
の
「
こ
れ
は
国
際
平
和
に
対
す
る

日
本
の
役
目
の
決
し
て
軽
く
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
日
本
は
そ

の
責
任
を
充
分
自
覚
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
（It m

eans she has a 

signifi cant part to play in the furtherance of internations

）」
部
分
も
、

現
在
公
表
の
「
演
説
」
で
は,

最
終
案
の
英
訳
が
見
当
た
ら
な
い
部
分
が
、「
こ
の

よ
う
な
地
位
に
あ
る
日
本
は
、
そ
の
大
き
な
責
任
を
充
分
自
覚
し
て
お
る
の
で
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あ
り
ま
す
（She is fully conscious of the great responsibilities of such 

a position.

）」
と
し
て
、
表
現
上
修
正
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
部
分
の
“She

”は
、
国
連
のO

ffi  cial Records

で
は
、
“It

”と
表
記
さ
れ
て

い
る
（U

.N
.G.A
 11th session O

ffi  cial Records, Plenary M
eeting 623rd 

p.723
）。

（
4
）
平
成
八
年
三
月　

外
務
省
外
交
史
料
館　
『
外
交
史
料
館
報
』 

第
九
号　

一
三
頁
。

（
5
）
渡
邊
行
男
箸　
『
重
光
葵　

上
海
事
変
か
ら
国
連
加
盟
ま
で
』（
平
成
八
年
八
月  

中
公
新
書
）
二
四
五
頁
。

（
6
）
昭
和
三
二
年
九
月　

外
務
省
編
『
わ
が
外
交
の
近
況
』（
外
交
青
書　

第
一
号
）

七-

一
〇
頁
。

（
7
）
昭
和
三
三
年
三
月　

外
務
省
編　
『
わ
が
外
交
の
近
況
』（
外
交
青
書　

第
二
号
）

八
頁
。

（
8
）「
第
七
〇
回
国
連
総
会
に
お
け
る
安
倍
総
理
大
臣
一
般
討
論
演
説　

平
成
二
七
年

九
月
二
九
日
（A

ddress by Prim
e M

inister Shinnzo A
be at the 

Seventieth Session of the General A
ssem

bly of the U
nited N

ations 

Septem
ber 29, 2015 N

ew
 Y
ork

）」（http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/fp/

unp_a/page4_001404.htm
l

）

（
9
）
日
本
の
国
連
加
盟
六
〇
周
年
の
二
〇
一
六
年
九
月
二
一
日
国
連
第
七
一
回
総
会

に
お
い
て
安
倍
総
理
大
臣
は
、「
本
来
な
ら
ば
、
本
日
こ
の
場
で
、
六
〇
年
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
を
目
指
し
た
わ
が
国
の
来
し
方
に
、
静

か
な
省
察
を
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
の
脅
威
が
新

た
な
レ
ベ
ル
に
達
し
た
い
ま
、
わ
た
く
し
は
わ
が
国
六
〇
年
の
誓
い
に
か
け
て
、

決
意
を
語
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
し
て
、
国
連
が
、
北

朝
鮮
の
野
心
を
挫
け
る
か
、
安
保
理
が
一
致
し
て
立
ち
向
か
え
る
か
に
世
界
の

耳
目
が
集
中
す
る
今
、「
日
本
は
、
理
事
国
と
し
て
、
安
保
理
の
議
論
を
先
導
し

ま
す
（Japan, as a Security Council m

em
ber, w

ill lead the Security 

Council

’s discussions

）。」
と
決
意
を
述
べ
た
の
で
あ
る
（「
第
七
一
回
国
連
総

会
に
お
け
る
安
倍
総
理
大
臣
一
般
討
論
演
説　

平
成
二
八
年
九
月
二
一
日

（A
ddress by Prim

e M
inister Shinzo A

be at the Seventy-F
irst 

Session of the U
nited N

ations G
eneral A

ssem
bly Septem

ber 21, 

2016 N
ew
 Y
ork, U

SA

）」（http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/fp/unp_a/

page4_002385.htm
l

）

（
10
）
二
〇
一
六
年
一
二
月
五
日
国
連
総
会
本
会
議
に
お
い
て
わ
が
国
が
米
国
を
含
む

一
〇
九
ヵ
国
の
共
同
提
案
国
を
代
表
し
て
提
出
し
た
核
兵
器
廃
絶
決
議
案
（「
核

兵
器
の
全
面
的
廃
絶
に
向
け
た
新
た
な
決
意
の
下
で
の
共
同
行
動
（U

nited 

action w
ith renew

ed determ
ination tow

ards the total elim
ination of 

nuclear w
eapons

（A
/C.1/71/L.26

））」）
が
、賛
成
一
六
七
、反
対
四
（
中
国
、

北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
、
シ
リ
ア
）、
棄
権
一
六
（
エ
ジ
プ
ト
、
英
国
、
仏
国
、
イ
ン
ド
、

韓
国
な
ど
を
含
む
）
の
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
（http://w

w
w
.m
ofa.go.jp/

m
ofaj/press/release/press4-004008.htm

l

）。

（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
）


